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※�◎全会一致で可決・承認　　○賛成多数で可決・承認

第
10
代
湖
南
市
議
会
議
長

�

植
中

　都

６
月
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
で

ご
ざ
い
ま
す
。
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
気

を
引
き
し
め
ま
し
て
、
公
正
・
中
立
な
立
場
を

保
っ
て
の
議
会
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
中
、
市
民
生

活
に
直
結
し
た
地
方
自
治
の
重
要
性
が
、
今
ま

で
以
上
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
の
財
政
負
担
が
大
き
く
の
し
か

か
り
、
第
二
波
、
第
三
波
が
懸
念
さ
れ
る
厳
し

い
状
況
下
で
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
生
活
様

式
に
配
慮
し
な
が
ら
の
、
難
し
い
市
政
運
営
が

続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
十
分
に
議
論
を
重
ね
、

市
民
の
方
々
に
大
切
な
こ
と
に
は
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
め
る
議
会
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
執
行
部
と
は
、
二
元
代
表
制
に
お
け
る
議

会
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
た
上
で
、
協
力
す
べ
き
と
こ
ろ

は
協
力
す
る
、
と
い
う
是
々
非
々
の
立
場
で
の
ぞ
む
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
た
っ
た
運
営
を
進
め
る
中
で
、
市
民
の

方
々
の
福
祉
向
上
と
湖
南
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
出
て
く
る
と
考
え
ま
す
し
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ

ず
、
市
民
に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
方
向
に
向
か
う

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
議
員
一
人
一
人
が
持
ち
味
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
で
、
よ
り
活
気
の
あ
ふ
れ
た
総
合
力
の
議
会

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。 “議長就任の

� ごあいさつ”

分類 議　案　名　等 結果

専
決
処
分

承認第５号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第５号令和元年度湖南市一般会計補正予算
（第７号））
【歳入歳出】予算総額変更なし
【総額】213億1925万７千円

◎

承認第６号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第６号令和２年度湖南市一般会計補正予算
（第１号））
【歳入歳出】それぞれ400万円を追加
【補正後の額】208億6400万円

◎

条
　
　
例

議案第30号
湖南市後期高齢者医療に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に
係る傷病手当金給付に伴う受付事務を行うため、所
要の改正を行うもの。

◎

議案第31号
湖南市国民健康保険条例の一部を改正する条例
の制定について
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係
る傷病手当金を給付するため、所要の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第32号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第２号）
【歳入歳出】それぞれ56億7162万５千円を追加
【補正後の額】265億3562万５千円

◎

議案第33号
令和２年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）
【歳入歳出】それぞれ108万円を追加
【補正後の額】48億9555万３千円

◎

分類 議　案　名　等 結果

専
決
処
分

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第１号湖南市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について）
国民健康保険法施行令の改正に伴い、基礎課税に
係る課税限度額等について、所要の改正を行うもの。
地方自治法第179条の第１項の規定による専決処分
をしたことについて報告し、承認を求める。

◎

承認第２号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号湖南市消防団員等公務災害補償条例
の一部を改正する条例の制定について）
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政
令（昭和31年政令第355号）の改正を受けて、消防団員
等の損害補償の基礎となる補償基礎額について、所要
の改正を行うもの。地方自治法第179条第１項の規定に
よる専決処分をしたことについて報告し、承認を求める。

◎

承認第３号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第３号湖南市保育園設置条例及び湖南市立
認定こども園条例の一部を改正する等の条例の一
部を改正する条例の制定について）
令和２年度から民間に移管する保育園、認定こども園
および幼稚園のうち希望する園に給食を提供できるよ
うにするため、所要の改正を行うもの。地方自治法第
179条第１項の規定による専決処分をしたことについ
て報告し、承認を求める。

○

承認第４号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第４号湖南市税条例等の一部を改正する条
例の制定について）
地方税法等の改正に伴い、固定資産税の納税義務
者等について、所要の改正を行うもの。地方自治法第
179条第１項の規定による専決処分をしたことについ
て報告し、承認を求める。

◎

5月議会臨時会 
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分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第36号
令和２年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）
【歳入歳出】予算総額変更なし
【総額】48億9555万３千円

◎

決
　
　
議

決議第1号
新型コロナウイルス感染症対策に関する決議 ○

決議第2号
議案第35号令和２年度湖南市一般会計補正予算
（第３号）に対する付帯決議

◎

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第43号
令和２年度湖南市国民健康保険診療所特別会計
補正予算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ4435万８千円を減額
【補正後の額】５億1439万７千円

◎

議案第44号
令和２年度湖南市水道事業会計補正予算（第１号）
【収益的収入】２億9927万円減額
【補正後の額】12億5154万１千円

◎

議案第45号
令和２年度湖南市下水道事業会計補正予算（第１号）
【収益的収入】予算額の変更無し
【収益的収入】17億2942万円

◎

議案第67号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第５号）
【歳入歳出】それぞれ7326万１千円を追加
【補正後の額】269億5456万７千円

◎

そ
　
の
　
他

議案第46号
工事基本協定の締結について
工事名	 石部駅南北線自由通路整備工事
契約金額	 ８億6014万８千円
契約の相手方	 西日本旅客鉄道株式会社

◎

議案第47号
農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委
員の過半数を占めることを要しない場合の同意を
求めることについて
農業委員会委員の任命につき、認定農業者等が委
員の過半数を占めない場合において、農業委員会等
に関する法律施行規則第２条第２号の規定により、委
員の少なくとも４分の１を認定農業者等とすることにつ
いて、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第48号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に加藤伸造氏を任命することに同意。

◎

議案第49号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に中村由樹氏を任命することに同意。

◎

議案第50号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に山中清伸氏を任命することに同意。

◎

分類 議　案　名　等 結果

条
　
　
例

議案第34号
湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定について
新型コロナウイルス感染症の影響による経済的な困窮
を救済するため、国民健康保険税の減免規定につい
て、所要の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第35号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第３号）
【歳入歳出】それぞれ１億6003万４千円を追加
【補正後の額】266億9565万９千円

◎

分類 議　案　名　等 結果

専
決
処
分

承認第７号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第７号湖南市特別職の職員の給与等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について）
新型コロナウイルス感染防止対策、経済支援等に要
する経費の一助として特別職（市長、副市長、教育
長）の６月の期末手当を全額減額するため、所要の改
正を行うもの。地方自治法第179条第１項の規定による
専決処分をしたことについて報告し、承認を求める。

○

条
　
　
例

議案第37号
湖南市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
新型コロナウイルス感染症から市民等の生命および
健康を保護するために緊急に行われた措置に係る業
務について、感染症防疫作業手当を支給するための
特例を定めるため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第38号
湖南市税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
地方税法の一部改正に伴い、固定資産税の課税標
準の特例措置等について、所要の改正を行うもの。

◎

議案第39号
湖南市手数料徴収条例の一部を改正する条例の
制定について
戸籍事項の証明に係る手数料の免除規定および通
知カードの再交付手数料について、所要の改正を行う
もの。

◎

議案第40号
湖南市社会体育施設条例の一部を改正する条例
の制定について
湖南市総合体育館について、一年間を通して午後10
時まで使用可能とするため、使用時間について、所要
の改正を行うもの。

◎

議案第41号
湖南市介護保険条例の一部を改正する条例の制
定について
新型コロナウイルス感染症の影響を受け収入が減少
したこと等による介護保険料の減免を行うため、所要
の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第42号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第４号）
【歳入歳出】それぞれ１億8564万７千円を追加
【補正後の額】268億8130万６千円

◎

5月（第2回）議会臨時会

6月議会定例会
※◎全会一致で可決　　○賛成多数で可決
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分類 議　案　名　等 結果

そ
　
の
　
他

議案第61号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に千代茂喜氏を任命することに同意。

◎

議案第62号
監査委員の選任につき同意を求めることについて
監査委員に渡邊悦夫氏を選任することに同意。

◎

議案第63号
固定資産評価員の選任につき同意を求めることに
ついて
固定資産評価委員に木田信宏氏を選任することに	
同意。

◎

議案第64号
財産の無償譲渡について
高等教育および障がい者職業教育訓練校を運営し
て社会に貢献することを目的とした教育を行う学校法
人に旧勤労青少年ホームを無償で譲渡することにつ
いて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第65号
市道路線の認定について
新設認定　３路線

◎

議案第66号
災害時等における滋賀県斎場施設連絡協議会構
成火葬場の相互応援協力に関する協定の締結に
ついて
災害時等において遺体の円滑な火葬を実施することに
より公衆衛生の確保に資することを目的に、滋賀県斎
場施設連絡協議会構成火葬場が所管する区域にお
ける相互の応援協力に関する必要な事項を定める協
定を同協議会を構成する大津市他８団体と締結する。

◎

議案第68号
契約の締結について
委託（工事）名	 湖南市立小・中学校校内ＬＡＮ構築業務
契約金額	 １億3707万2100円
契約の相手方	 ＮＥＣネッツエスアイ株式会社　京滋支店

◎

議案第69号
契約の締結について
工事名	 甲西中央橋修繕工事
契約金額	 ２億41万4500円
契約の相手方	 ライム株式会社　湖南営業所

◎

分類 議　案　名　等 結果

そ
　
の
　
他

議案第51号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に谷口照雄氏を任命することに同意。

◎

議案第52号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に坂良一氏を任命することに同意。

◎

議案第53号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に上西一嗣氏を任命することに同意。

◎

議案第54号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に青木幸男氏を任命することに同意。

◎

議案第55号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に髙畑守氏を任命することに同意。

◎

議案第56号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に森田幹雄氏を任命することに同意。

◎

議案第57号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に上田和子氏を任命することに同意。

◎

議案第58号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に坂田清美氏を任命することに同意。

◎

議案第59号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に小島博子氏を任命することに同意。

◎

議案第60号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
農業委員会委員に武村伍一氏を任命することに同意。

◎

※◎全会一致で可決・同意　　○賛成多数で承認・可決・同意

議案番号 件　　　　名

令和会 無所属の会
市民の力 みらいの風 自民

誠心会
日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

上
野
　
顕
介

森

　

　

淳

藤
川
　
み
ゆ
き

大
島
　
正
秀

植

中

　

都

赤
祖
父
　
裕
美

松
原
　
栄
樹

奥
村
　
幹
郎

望

月

　

卓

堀
田
　
繁
樹

菅
沼
　
利
紀

小
林
　
義
典

立
入
　
善
治

松
井
　
圭
子

桑
原
田
　
美
知
子

細
川
　
ゆ
か
り

承認第3号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第3号湖南市保育園設置条例及び湖南市
立認定こども園条例の一部を改正する等の条例の
一部を改正する条例の制定について）

● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決議第1号 新型コロナウイルス感染症対策に関する決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● ●

承認第7号 湖南市特別職の職員の給与等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇

５月議会臨時会・５月（第２回）議会臨時会・６月議会定例会　提出案件（賛否）
※議長は裁決に加わりません。　○：賛成　●：反対
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執行部に対して要望・申入れを行いました。

新型コロナウイルス感染症対策に関する決議
　世界的に蔓延している「新型コロナウイルス感染症」は、発生以来５か月と長期化し市民生活に大きな影響
が出ております。
　緊急事態宣言を受け、滋賀県・湖南市においても、外出自粛やイベント開催自粛の要請、事業者に対して休
業が要請されましたが、その影響は大きく、新型コロナウイルス感染症対策によって市民が被る精神的、経済
的な打撃は計り知れないものがあります。
　これらの対策として、国は、国民１人当たり10万円の特別定額給付金の給付を決定し、湖南市においても５
月７日に申請書の発送が開始され給付が始まりました。
　このように国・県においても対策が講じられておりますが、残念ながら十分だとは言えません。この国難を
乗り越えるためには、湖南市民の皆さんの苦しみを少しでも和らげることが大切であり、本市においても追加
支援が必要となります。
　私たち湖南市議会は、市民の苦しみに寄り添うため、湖南市に対し下記のとおり生活支援策及び子育て支援
策を早急に講じるよう強く求めます。

記

１．市は子育て支援策として、市内の小中学校並びに幼稚園・保育園・認定こども園の給食費を６か月間無料
にすること

１．市は生活支援策として、市民全員に対し１人につき１万円を給付すること
１．市は生活支援策として、水道料金を４か月間無料としているが、水道料金の基本料金及び下水道使用料金

の基本使用料をそれぞれ４か月間無料に変更すること
	 以上
	 令和２年５月20日

	 湖南市議会

新型コロナウイルス感染症対策として市内企業への支援策を求める要望書
　新型コロナウイルスによる感染症は世界各地で急速に拡大し、滋賀県内
でも感染や死者が発生しており、本市においても予断を許さない現状です。
また休業要請や行動自粛による経済活動の制限、消費の縮小は、中小企業
および個人事業者にとって重大な問題であり、今後の市内経済に大きな影
響をおよぼすものと考えます。
　本市においては、令和２年５月湖南市議会臨時会の議決により、特別定
額給付金をはじめ、新型コロナウイルス感染症対策を迅速に進めています
が、企業等への支援策は限定的なものです。現在、申請がはじまっている
滋賀県の新型コロナウイルス感染症拡大防止臨時支援金に本市は上乗せを
講じておらず、今後の市内経済への影響を憂慮するところです。また、感
染症との攻防が長期化すると予測される中、その影響を最小限にとどめる
ため、市内企業への追加支援策を早急に対応するよう強く要望いたします。

記

①	新型コロナウイルス感染症対策として市内中小企業および事業者への湖南
市独自の支援策を早急に講じること
	 以上
	 令和２年５月12日

湖南市長　谷畑　英吾　様

湖南市議会会派

令和会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無所属の会市民の力
　　　代表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表

誠心会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みらいの風
　　　代表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表

湖南市共産党議員団　　　　　　　　　　　　　湖南市公明党議員団
　　　代表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表

※この内容には予算化されてないものもあります。� 賛成多数で可決
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湖 南 市 議 会 構 成 表

常任委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員
総 務 常 任 委 員 会 ６ 細川 大島 赤祖父 加藤 上野
福祉教育常任委員会 ６ 松井 望月 菅沼 堀田 藤川
産業経済常任委員会 ６ 奥村 立入 森 松原 桑原田 小林
予 算 常 任 委 員 会 ９ 藤川 松原 森 立入 加藤 菅沼 堀田 細川
決 算 常 任 委 員 会 ８ 小林 上野 赤祖父 望月 松井 桑原田 大島 奥村

議　　　長 植　中　　　　都

副　議　長 堀　田　　繁　樹

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員
議会改革推進特別委員会 ６ 赤祖父 菅沼 立入 堀田 上野 細川

庁舎整備特別委員会 １７ 望月 菅沼
森 赤祖父 松原 松井 立入 加藤
桑原田 堀田 上野 藤川 大島 小林
細川 奥村

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員
議 会 運 営 委 員 会 ８ 菅沼 松井 赤祖父 堀田 藤川 小林 細川 奥村

青い太文字は6月議会定例会にて変更になりました。

（令和２年６月23日現在）

令和２年（2020年）６月15日
湖南市長　谷畑　英吾　様
	 湖南市議会

新型コロナウイルス感染症対応に係る議会活動費の減額について（申入れ）
　市執行部におかれては、新型コロナウイルス感染症に係る緊急経済対
策として、いち早く特別定額給付の交付を行い、それ以降も市独自の支
援策を打ち出すなど、鋭意取り組まれております。また、去る５月12日
に議会から全会派一致で提出した「新型コロナウイルス感染症対策とし
て市内企業への支援策を求める要望書」や５月20日の臨時会で議決した
「新型コロナウイルス感染症対策に関する決議」等を真摯に受け止めて
いただき、関連対策を最優先事項として、先ごろ開催された議会臨時会
や今定例会において、予算措置に取り組んでいただいていることに敬意
を表すところです。
　しかしながら、これらの対策は、本市の財政負担に多大な影響を及ぼ

すものであり、さらには経済活動の影響により市税等の歳入の減少も懸念されます。
　市議会としても「コロナ禍における議員の役割と姿勢」について、会派代表者会議や議会運営委員会で議論
してまいりました。
　その結果、支援策の財源の一助となるよう、令和２年度における議会活動費について、下記のとおり減額す
ることを決定しました。
　市長におかれては、市議会の意思を受け止めていただき、これらの予算の減額補正を実施され、その減額分
を外出自粛や休業要請によって深刻な影響を被っている市民及び事業者の皆さまのへの支援策に充てるよう申
し入れます。

記

減額する議会費 減額の内容 減額分

政務活動費
政務活動費の下半期支給分96,000円の50%を削減。
（96,000円×50%×18人）

864,000円

委員会行政視察の
経費

令和２年度は、常任委員会等が先進事例を調査する行政視察は実施せず、
行政視察関係予算の全部を減額する。

1,499,000円

減額分の合計額 2,363,000円

減額分については、今後新型コロナウイルス感染症対応に活用していただきます。

湖南市議会だより 6

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

議
決
結
果



５
月
臨
時
会

議
案
30
号

問
　
支
給
対
象
者
は
被
保

険
者
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
者
、
ま
た
は
発
熱

な
ど
の
症
状
が
あ
り
感
染

の
疑
わ
れ
た
者
と
あ
る
が
、

ど
の
様
な
線
引
き
が
あ
る

の
か
。

答　
医
療
機
関
作
成
の
提

出
用
紙
に
、
医
学
的
所
見

や
入
院
期
間
な
ど
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
医
療
機
関
に
か
か
れ

な
か
っ
た
場
合
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
症
状
で
あ
る
発
熱
が

続
き
、
だ
る
さ
や
息
苦
し

さ
な
ど
を
所
定
の
様
式
で

自
己
申
告
し
ま
す
。
ま
た

問
　
現
在
６
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
期
間
、

午
後
10
時
ま
で
使
用
可
能

と
設
定
さ
れ
て
い
た
理
由

は
。

答　
気
候
も
含
め
、
夏
季

の
方
が
、
夜
間
利
用
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

問
　
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

改
正
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
以
前
か
ら
要
望
が
あ

り
、
条
例
３
条
の
た
だ
し

書
き
で
、
体
育
施
設
の
使

用
時
間
は
、
教
育
委
員
会

が
特
に
必
要
と
認
め
た
と

き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
あ
り
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
途
中

か
ら
、
指
定
管
理
者
と
相

談
、
調
整
を
し
て
利
用
時

間
を
１
時
間
延
長
し
て
き

た
が
、
そ
の
運
用
期
間
が

長
く
な
り
、
本
則
を
改
正

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
41
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
身
体
、

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
無
給
休
暇
日

数
な
ど
を
、
所
定
の
様
式

に
て
事
業
主
が
作
成
し
た

も
の
と
合
わ
せ
て
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
記
載
漏
れ

が
な
い
か
市
が
確
認
し
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
提
出
し
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
31
号

問
　
条
例
改
正
案
に「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」と
の
表
現
が
あ
る
が
、

な
ぜ
感
染
症
全
般
に
対
し

て
の
改
正
案
で
な
い
の
か
。

答　
厚
生
労
働
省
か
ら
の

条
文
の
例
文
を
参
考
に
作

成
し
、
感
染
者
、
感
染
の

疑
い
の
あ
る
方
に
傷
病
手

当
金
が
支
給
で
き
る
条
例

と
し
ま
し
た
。

問
　
傷
病
手
当
金
の
支
給

対
象
と
な
る
湖
南
市
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
事
業
主
、
自
営

業
者
も
対
象
と
な
る
の
か
。

答　
自
営
業
、
個
人
事
業

主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
対

生
命
、
収
入
に
影
響
の

あ
っ
た
65
歳
以
上
の
第
１

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
の
減
免
を
行
う
た
め
の

条
例
改
正
と
な
り
、
令
和

２
年
２
月
分
か
ら
令
和
３

年
３
月
末
ま
で
の
保
険
料

を
対
象
と
す
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問
　
期
限
が
３
月
31
日
で

あ
る
が
、
今
後
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
ど
う
す
る
の
か
。

答　
今
後
、
期
日
が
延
長

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
再

度
条
例
改
正
し
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

○
報
告
事
項

湖
南
市
成
人
式
の
成
年
年

齢
の
引
き
下
げ
後
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

令
和
４
年
４
月
に
改
正

民
法
が
施
行
さ
れ
、
成
年

年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
湖
南
市

成
人
式
と
し
て
実
施
し
て

き
た
成
人
式
典
の
対
象
年

象
外
に
な
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

6
月
議
会
定
例
会

議
案
第
40
号

湖
南
市
総
合
体
育
館
の

使
用
時
間
に
つ
い
て
、
現

在
、
６
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
期
間
の
み
午

後
10
時
ま
で
使
用
可
能
と

し
て
い
る
が
、
施
設
を
利

用
さ
れ
て
い
る
20
以
上
の

団
体
が
、
年
間
を
通
し
て

午
後
10
時
ま
で
の
利
用
を

希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
１
年
間
を
通
し
て

午
後
10
時
ま
で
使
用
可
能

と
す
る
条
例
改
正
で
す
。

主
な
質
疑

問
　
時
間
の
延
長
に
伴
う
、

人
件
費
な
ど
の
増
額
が
あ

る
の
か
。

答　
指
定
管
理
者
と
の
契

約
期
間
が
５
年
間
な
の
で

債
務
負
担
行
為
の
中
で
の

調
整
も
含
め
指
定
管
理
者

と
必
要
経
費
等
を
協
議
し

て
、
指
定
管
理
料
の
見
直

し
を
図
り
ま
す
。

齢
に
つ
い
て
、
関
係
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
含

め
、
検
討
を
進
め
た
結
果
、

令
和
４
年
４
月
以
降
の
取

り
扱
い
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
、
当
該
年
度
中
に
20
歳

に
達
す
る
人
を
対
象
と
し
、

１
月
に
開
催
し
ま
す
。

主
な
理
由

飲
酒
や
喫
煙
等
が
可
能

と
な
る
の
は
20
歳
で
あ
り
、

一
般
成
人
と
同
様
の
権
利

を
行
使
し
、
義
務
を
負
う

こ
と
と
な
る
20
歳
で
、
そ

の
自
覚
を
促
す
こ
と
。

18
歳
時
は
、
大
学
受
験

や
就
職
の
準
備
等
で
時
間

的
・
精
神
的
・
経
済
的
余
裕

が
な
い
時
期
で
あ
り
、
落

ち
着
い
た
環
境
で
成
人
を

祝
う
の
が
困
難
で
す
。

今
後
の
検
討
課
題

令
和
４
年
４
月
以
降
、

成
年
年
齢
が
18
歳
と
な

る
た
め
、
現
行
の「
湖
南

市
成
人
式
」と
い
う
名
称

は
、「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」、

「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
」

な
ど
、
名
称
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

福祉教育
常任委員会
5月議会臨時会
付託案件 2件
6月議会定例会
付託案件 2件
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５
月
議
会
臨
時
会

議
案
第
32
号

問
　
特
別
定
額
給
付
金
事

業
の
周
知
に
つ
い
て

答　
Ｈ
Ｐ
や
タ
ウ
ン
メ
ー

ル
を
活
用
し
ま
す
。

問
　
給
付
方
法
は
口
座
振

込
の
み
で
す
か
。

答　
原
則
、
口
座
振
込
だ

が
、
や
む
を
得
な
い
場
合

を
考
慮
し
て
検
討
し
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
33
号

問
　
傷
病
手
当
金
の
支
給

金
額
を
５
４
０
０
円
と
し

た
根
拠
に
つ
い
て

答　
県
の
最
低
賃
金
を
参

考
に
時
短
勤
務
者
を
想
定

し
て
算
出
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

問
　
４
月
に
就
任
し
た
副

市
長
の
期
末
手
当
額
が
全

額
、
減
額
を
さ
れ
て
い
る

が
、
前
職
で
あ
る
総
務
部

長
の
在
職
期
間
を
含
め
て

算
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

総
務
部
長
と
し
て
の
期
間

分
は
期
末
手
当
を
支
給
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答　
分
割
し
て
の
支
給
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
商
工
会
の
会
員
以
外

５
月
（
第
２
回
）
議
会

臨
時
会

議
案
第
35
号

問
　
多
業
種
に
ま
た
が
る

事
業
者
の
対
応
に
つ
い
て

答　
主
た
る
業
務
、
ま
た

売
上
の
比
率
の
高
い
ほ
う

を
対
象
と
し
ま
す
。

問
　
商
工
会
の
会
員
の
み

が
対
象
だ
が
、
非
会
員
と

公
平
性
に
つ
い
て

答　
誤
解
の
な
い
打
ち
出

し
方
を
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
の
公
平
性
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
、付
帯

決
議
が
提
案
さ
れ
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
36
号

問
　
減
免
の
期
数
に
つ
い

て答　
６
月
の
第
１
期
分
と

７
月
の
第
２
期
分
を
減
免

し
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

へ
の
中
小
企
業
振
興
事
業

の
申
請
方
法
、
申
請
条
件

に
つ
い
て

答　
申
請
受
付
は
商
工
観

光
労
政
課
で
行
う
が
、
事

務
作
業
を
委
託
す
る
業
者

は
確
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
応
募
は
Ｈ
Ｐ
に
申
請

要
綱
な
ど
を
掲
載
し
、
申

請
に
は
申
請
書
の
他
に
直

近
の
確
定
申
告
書
の
写
し
、

法
人
は
登
記
簿
謄
本
の
写

６
月
議
会
定
例
会

議
案
第
42
号

問
　
特
別
職
の
減
額
を
報

酬
で
は
な
く
手
当
と
し
た

理
由
に
つ
い
て

答　
県
内
の
13
市
の
う
ち

12
市
が
同
様
の
減
額
を
し

て
お
り
、
且
つ
期
末
手
当

の
支
給
時
期
で
あ
っ
た
た

め
で
す
。

し
、
飲
食
店
等
は
営
業
許

可
証
の
写
し
な
ど
を
添
付

し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
の
食
材
の
発
注
取
消

し
に
係
る
違
約
金
が
発
生

し
た
根
拠
、
ま
た
余
剰
食

材
の
行
き
先
に
つ
い
て

答　
契
約
書
に
は
違
約
金

に
関
す
る
規
定
は
な
い
が
、

業
者
側
と
協
議
し
、
発
注

し
た
食
材
を
実
額
で
買
取

り
、
違
約
金
と
し
て
学
校

臨
時
休
業
対
策
費
補
助
金

を
あ
て
ま
し
た
。
発
生
し

た
余
剰
食
材
は
、
３
月
11

日
以
降
、
社
会
福
祉
施
設

や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
に
提

供
し
て
全
量
引
き
取
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

予算
常任委員会

5月議会臨時会	 付託案件 2件
５月（第２回）	 付託案件 2件
６月議会定例会	 付託案件 5件

　令和２年度湖南市一般会計補正予算（第３号）中、歳
出予算に係る中小企業振興事業の委託料156,907千円に
ついては、先般議会からの要望に応えて実施される新型
コロナウイルス感染症対策事業としては理解するが、支
給対象者を「湖南市商工会の会員」に限定することは、
「売上高等の減少を受けている個人事業者等の経営基盤
の安定を図るため」との補正目的から逸脱している。
　商工会への加入を促進するための事業実施に異論はな
いが、新型コロナウイルス感染症対策事業としての支援
金を商工会への入会を条件に支給すべきではない。
　商工会非会員が支給を受けるためには商工会への入会
金等の負担が生じ、既存の商工会会員との間に不公平感
が生じる。商工会への入会促進事業は、新型コロナウイ
ルス感染症対策事業と切り離して実施すべきである。
　本事業実施に当たっては、商工会非会員の事業者支援
を含め公平性を確保したうえで、市民の理解を十分に得
て実施するよう強く求めるものである。

　上記決議する。

　　　令和２年５月20日
	 湖南市議会

議案第35号　令和２年度湖南市一般会計補正
予算（第３号）に対する付帯決議
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問
　
５
月
20
日
に
決
議
し

た「
全
市
民
に
１
人
１
万

円
の
給
付
を
行
う
こ
と
」

に
つ
い
て
、
今
回
の
補
正

予
算
で
全
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
理
由
に
つ
い
て

答　
湖
南
市
の
今
の
財
政

力
で
は
、
こ
れ
以
上
に
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す

と
令
和
３
年
度
の
予
算
編

成
ま
で
危
う
く
な
り
、
財

政
上
厳
し
く
、
ま
た
現
時

点
で
は
そ
こ
ま
で
の
施
策

を
打
つ
段
階
で
は
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
43
号

問
　
岩
根
診
療
所
の
直
営

化
に
よ
る
人
件
費
等
の
補

正
で
す
か
。

答　
岩
根
診
療
所
へ
の
職

員
の
配
置
に
よ
る
補
正
が

大
き
な
も
の
で
す
。

議
案
第
64
号

問
　
老
朽
化
し
た
旧
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
を
譲
渡
す

る
に
あ
た
り
、
改
修
は
ど

ち
ら
が
す
る
の
か
。

答　
譲
受
人
が
実
施
し
ま

す
。

問
　
譲
渡
後
敷
地
内
に
あ

る
防
火
水
槽
は
、
緊
急
時

使
用
で
き
ま
す
か
。

答　

防
火
水
槽
上
面
は
、

使
用
し
な
い
よ
う
明
示
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の

使
用
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
譲
受
人
と
調
整
し

ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
65
号

問
　
石
部
駅
周
辺
の
市
道

認
定
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
決
定
し
た
道
路
を
市

6月議会定例会
付託案件 2件

産業経済
常任委員会

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
患

者
数
の
状
況
に
つ
い
て

答　
岩
根
診
療
所
は
減
少

し
て
る
が
、
医
療
運
営
の

変
更
に
よ
る
も
の
な
の
か

は
不
明
。
水
戸
診
療
所
と

夏
見
診
療
所
は
３
月
以
降

減
少
。
石
部
診
療
所
は
５

月
時
点
で
内
科
30
％
、
小

児
科
80
％
の
減
少
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
44
号

問
　
原
案
は
水
道
料
金
の

４
か
月
減
免
だ
か
、
こ
れ

を
長
期
で
引
き
下
げ
る
と

い
う
考
え
は
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

答　
利
益
剰
余
金
を
使
っ

て
の
水
道
料
金
の
値
下
げ

は
水
道
法
の
趣
旨
に
反
す

る
の
で
長
期
で
引
き
下
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

道
認
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
該
当
の
地
権
者
に

は
事
前
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

答　
都
市
計
画
決
定
の
手

続
き
か
ら
事
業
計
画
を
説

明
し
、
今
回
の
市
道
認
定

に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い

手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

一
定
の
理
解
を
得
て
お
り

ま
す
。

問
　
自
由
通
路
の
幅
員
が

３
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
根
拠
は
。

答　
歩
行
者
専
用
道
路
で

あ
る
た
め
、
歩
道
と
し
て

の
基
準
で
３
メ
ー
ト
ル
と

し
ま
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

問
　
今
回
の
財
源
は
ど
こ

か
ら
補
て
ん
し
、
ま
た
管

路
の
布
設
替
え
工
事
は
ど

の
様
な
計
画
で
す
か
。

答　
今
回
は
未
処
分
利
益

剰
余
金
か
ら
補
て
ん
し
、

管
路
の
布
設
替
え
は
建
設

改
良
積
立
金
等
を
活
用
し

ま
す
。

問
　
滋
賀
県
企
業
庁
へ
基

本
料
金
の
減
額
な
ど
の
要

望
に
つ
い
て

答　
今
後
、
県
と
の
協
議

の
場
で
発
言
し
て
い
き
ま

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
45
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
67
号

問
　
収
入
が
大
き
く
減
少

し
た
場
合
、
１
世
帯
５
万

円
追
加
と
あ
る
が
、
そ
の

確
認
方
法
に
つ
い
て

答　
８
月
に
予
定
し
て
い

る
児
童
扶
養
手
当
の
対
象

者
と
の
面
談
時
に
確
認
し

ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

【�

市
道

　石
部
駅
南
北
線
・
石
部
駅
北
線

　位
置
図
】

石部駅
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５
月
（
第
２
回
）
議
会

臨
時
会

議
案
第
34
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経

済
的
な
困
窮
を
救
済
す
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
規
定
に
つ
い
て
、

所
定
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
場
合
に

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

す
る
こ
と
を
認
め
る
の
か
。

答　
今
後
も
起
こ
り
う
る

様
々
な
災
害
な
ど
の
有
事

に
対
応
す
る
た
め
、
今
回

は
申
請
を
せ
ず
に
減
免
が

可
能
に
な
る
と
い
う
手
続

き
を
定
め
る
も
の
で
、
あ

え
て
条
件
な
ど
は
定
め
ず

に
、
柔
軟
な
対
応
が
で
き

ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
38
号

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
固
定
資
産
税
の

課
税
基
準
の
特
例
措
置
等

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

問
　
先
端
設
備
等
導
入
計

画
の
認
定
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
ど
う
い
っ
た
認
定
で

あ
る
の
か
。

答　
主
に
産
業
立
地
企
画

室
で
生
産
性
を
高
め
る
設

備
投
資
が
で
き
て
い
る
か

等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
認
定

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
39
号

湖
南
市
手
数
料
徴
収
条

る
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
納
税
者
と
な
っ
て
い

た
部
分
を
納
税
義
務
者
に

変
更
し
た
の
は
。
今
回
の

条
例
改
正
と
ど
の
よ
う
に

関
係
あ
る
の
か
。

答　
表
現
が
統
一
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

税
務
上
の
表
現
で
あ
る
納

税
義
務
者
に
変
更
し
た
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
加
入

者
以
外
の
生
活
の
厳
し
い

方
と
の
公
平
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
市
は
国
民
健
康
保
険

の
保
険
者
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
市
民
が

加
入
し
て
お
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
保
険
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
が
対

応
す
べ
き
事
項
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
国
民
健
康
保
険
の
２

カ
月
免
除
に
つ
い
て
、
市

民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答　
６
月
の
広
報
こ
な
ん

へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
６
月

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

問
　
こ
の
条
例
の
目
的
は
、

法
律
の
整
理
、
条
例
の
整

備
で
新
規
で
無
料
に
な
る

も
の
で
は
な
い
と
解
釈
し

て
よ
い
の
か
。

答　
列
挙
し
て
い
た
も
の

を
包
括
的
に
統
一
し
、
法

律
で
無
料
交
付
す
る
も
の

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
46
号

石
部
駅
南
北
線
自
由

通
路
整
備
工
事
に
つ
い
て
、

西
日
本
旅
客
鉄
道（
株
）に

鉄
道
工
事
を
委
託
す
る
た

め
の
、
基
本
協
定
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

問
　
工
事
基
本
協
定
を
締

結
し
た
後
、
そ
の
基
本
協

定
の
内
容
に
つ
い
て
変
更

で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　
不
測
の
事
態
が
発
生

し
た
場
合
は
変
更
協
定
を

結
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
基

本
設
計
に
基
づ
く
基
本
協

定
で
あ
る
た
め
、
都
市
計

画
決
定
を
し
て
い
る
エ
リ

上
旬
に
今
年
度
確
定
し
た

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
全
世
帯
に
送
付

し
、
こ
の
際
に
１
期
２
期

分
に
つ
い
て
は
減
免
と
し

徴
収
し
な
い
こ
と
を
周
知

し
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

６
月
議
会
定
例
会

議
案
第
37
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
市
民
等
の
生

命
お
よ
び
健
康
を
保
護
す

る
た
め
緊
急
に
行
わ
れ
た

措
置
に
係
る
業
務
に
つ
い

て
、
感
染
症
防
疫
作
業
手

当
を
支
給
す
る
た
め
の
特

例
を
定
め
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

問
　
他
市
町
の
状
況
は
。

答　
現
在
、
把
握
し
て
い

る
の
は
高
島
市
と
甲
賀
市

で
同
じ
く
国
に
準
じ
て
い

ア
の
面
積
の
形
状
や
範
囲

を
変
え
る
な
ど
の
部
分
に

つ
い
て
の
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
66
号

相
互
応
援
協
力
に
関
す

る
協
定
は
、
災
害
で
の
発

生
時
に
、
所
管
す
る
区
域

の
遺
体
の
火
葬
を
円
滑
に

行
い
、
公
衆
衛
生
の
確
保

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
必
要
な
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
。

問
　
依
頼
を
し
た
市
町
が

火
葬
の
費
用
を
負
担
す
る

の
か
。

答　
依
頼
を
し
た
市
町
が

負
担
し
、
そ
の
火
葬
料
金

は
火
葬
を
し
た
市
ま
た
は

組
合
の
料
金
に
な
り
ま
す
。

問
　
ど
こ
の
火
葬
場
と
協

定
を
結
ぶ
の
か
。

答　
滋
賀
県
斎
場
施
設
連

絡
協
議
会
の
構
成
団
体

（
滋
賀
県
管
内
の
10
施
設
）

と
協
定
を
結
び
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

総務
常任委員会

５月（第２回）議会臨時会
付託案件 1件
6月議会定例会
付託案件 7件
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※写真はイメージ図です。

議
案
第
68
号

湖
南
市
立
小
・
中
学
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築
業
務
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問
　
全
国
的
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
が
進
む
中
、

物
や
人
が
不
足
し
て
い
る

が
、
履
行
期
間
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

答　
工
期
は
か
な
り
余
裕

を
み
て
い
る
た
め
十
分
に

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
69
号

湖
南
市
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
甲

西
中
央
橋
修
繕
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問
　
ラ
イ
ム
株
式
会
社
は

橋
梁
工
事
の
実
績
が
あ
る

の
か
。

答　

他
市
町
に
お
い
て
、

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
工
事

の
実
績
は
あ
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

会
派
の
異
動
に
つ
い
て

会
派
名
の
変
更
に
つ
い
て

令
和
２
年
６
月
１
日
よ

り
会
派
名
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

（
旧
）誠
心
会

（
新
）自
民
誠
心
会

構
成
員

　
菅
沼
　
利
紀
　
議
員

　
加
藤
貞
一
郎
　
議
員

　
小
林
　
義
典
　
議
員

会
派
代
表
者
の
変
更
に
つ

い
て令

和
２
年
６
月
24
日
よ

り「
無
所
属
の
会
　
市
民

の
力
」の
代
表
者
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

（
新
）松
原
　
栄
樹
　
議
員

（
旧
）植
中
　
　
都
　
議
員

構
成
員

　
松
原
　
栄
樹
　
議
員

　
植
中
　
　
都
　
議
員

　
赤
祖
父
裕
美
　
議
員

故
の
和
解
と
損
害
賠
償
の

額
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ

り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

損
害
賠
償
の
額

　
1
8
3
万
1
0
6
0
円

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

令
和
２
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

議
案
第
8
号
の
関
連
議

案
で
あ
り
、
損
害
賠
償
額

の
確
定
に
よ
り
、
そ
の
相

当
額
を
予
算
措
置
す
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
損
害
賠
償
額
は
、

全
額
、
保
険
収
入
に
よ
り

充
当
さ
れ
ま
す
。

歳
入
歳
出
補
正
額

　
　
1
8
3
万
2
千
円

補
正
後
予
算
総
額

　
35
億
8
4
9
5
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

（
４
月
30
日
開
催
）

議
案
第
8
号

事
故
に
関
す
る
和
解
及
び

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て令

和
２
年
２
月
10
日
に

湖
南
市
内
の
事
業
所
に
お

け
る
新
築
さ
れ
た
防
火
対

象
物
の
消
防
完
成
検
査
の

際
、
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
収
納

時
に
、
建
物
の
庇
部
分
に

接
触
し
た
こ
と
に
よ
る
事

加藤貞一郎 令和２年第２回甲賀広域行政組合議会臨時会

な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

甲
賀
消
防
署
管
内
に
２
台

目
と
な
る
救
助
工
作
車
へ

更
新
す
る
も
の
で
す
。

購
入
に
つ
き
ま
し
て
は

本
組
合
の
競
争
参
加
資
格

を
有
し
、
救
助
工
作
車
を

取
り
扱
う
15
社
を
指
名
し
、

指
名
競
争
入
札
を
実
施
し

ま
し
た
。
納
車
は
来
年
１

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
札
結
果

一
、
財
産
の
名
称
・
数
量

救
助
工
作
車
Ⅱ
型
一
台

二
、
購
入
予
定
価
格

　
１
億
２
９
８
０
万
円

（
う
ち
消
費
税
１
１
８

０
万
円
）

三
、
購
入
先

　
キ
ン
パ
イ
商
事
株
式
会

社

全
員
賛
成
で
可
決

（
７
月
６
日
開
催
）

議
案
第
１0
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

消
防
車
両
更
新
計
画
に

基
づ
き
、
湖
南
中
央
消
防

署
配
備
の
資
機
材
搬
送
車

を
救
助
工
作
車
へ
更
新
す

る
も
の
で
す
。

現
車
両
の
資
機
材
搬
送

車
は
平
成
13
年
の
配
備
後

車
令
19
年
を
か
ぞ
え
、
各

部
老
朽
化
が
す
す
み
、
故

障
の
頻
度
が
増
加
し
て
い

る
状
態
で
す
。
ま
た
、
時

代
と
共
に
変
化
す
る
様
々

桑原田美知子 令和2年第３回甲賀広域行政組合議会臨時会

公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
員
が
不
特
定
多

数
の
市
民
に
年
賀
状
を
出

す
こ
と
や
、
歳
暮
・
年
賀

な
ど
の
物
を
送
る
寄
附
、

地
域
へ
の
催
し
物
へ
寸
志

な
ど
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
対
し
、

寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘

す
る
、
ま
た
は
要
求
す
る

こ
と
も
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

年賀

お
歳
暮
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コ
ロ
ナ
影
響
下
で
出
産
す

る
妊
婦
の
支
援
に
つ
い
て

問
　
国
の
特
別
定
額
給
付

金
対
象
外
の
４
月
28
日
以

降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
の

支
援
に
つ
い
て

答

　給
付
金
対
象
外
で
妊

娠
出
産
さ
れ
る
世
帯
の
生

活
支
援
を
目
的
に
子
ど
も

１
人
に
つ
き
10
万
円
を
助

成
す
る「
湖
南
市
子
ど
も

未
来
助
成
金
」（
令
和
２
年

12
月
31
日
生
ま
で
）
を
設

立
。
児
童
手
当
の
申
請
時

に
手
続
き
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
す
で
に
お
子
さ
ん

が
生
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、

個
人
通
知
を
し
ま
す
。

問
　
対
象
者
を
同
学
年
で

考
え
る
と
令
和
３
年
３
月

31
日
に
す
べ
き
で
は
。

答

　今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
よ

り
検
討
し
ま
す
。

問
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ

ン（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）を
使
っ
た

相
談
事
業
に
つ
い
て

答

　Ｈ
Ｐ
か
ら
の
メ
ー
ル

で
の
相
談
に
つ
い
て
広
く

周
知
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ラ
イ
ン
で
の
相
談
に

つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

外
出
自
粛
の
続
く
中
、市

民
の
健
康
維
持
に
つ
い
て

問
　
春
の
集
団
検
診
が
全

て
中
止
。
今
後
の
健
診
に

つ
い
て

答

　秋
の
集
団
検
診
実
施

に
向
け
、
追
加
日
程
の
調

整
中
。
個
別
健
診
も
、
感

染
防
止
対
策
を
と
っ
た
う

え
で
、
医
師
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
調
整
し
、
７

月
～
10
月
末
ま
で
を
予
定
。

梅
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
り

水
害
が
起
き
や
す
い
出
水

期
を
迎
え
る
が
、避
難
所

運
営
に
つ
い
て

問
　
避
難
所
の
感
染
防
止

対
策
と
そ
の
周
知
に
つ

い
て

答

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
蔓
延
下
に
お
け

る
各
避
難
所
施
設
の
暫
定

的
な
収
容
人
数
の
算
定
と

運
営
方
法
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

雇
い
止
め
な
ど
、収
入
が

減
り
、今
後
の
不
安
を
訴

え
る
声
を
聞
い
て
い
ま

す
。緊
急
小
口
資
金
の
貸

付
け
の
現
状
と
湖
南
市
の

特
徴
に
つ
い
て

答

　３
月
に
３
件
に
対
し

て
、
４
月
か
ら
６
月
４
日

ま
で
の
申
請
は
、
２
０
５

件
。
急
激
に
増
え
て
お
り
、

そ
の
う
ち
、
外
国
籍
の
人

の
申
請
は
、
実
に
49
・
７
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会
で

通
訳
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
相
談

窓
口
の
強
化
が
必
要
で
は

な
い
で
す
か
。
ま
た
、
外

国
籍
の
方
の
特
別
定
額
給

付
金
の
支
給
状
況
は
。

答

　市
の
通
訳
者
と
協
力

し
て
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。
特

別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
申

請
書
記
載
例
を
同
封
し
て

対
応
し
、
6
月
11
日
現
在

の
給
付
率
は
92
・
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
、
更
な
る
生
活

困
窮
者
支
援
と
し
て
考
え

る
こ
と
は
。

答

　「
チ
ャ
ン
ス
ワ
ー
ク

こ
な
ん
」
の
積
極
的
な
活

用
や
、
商
工
会
、
工
業
会

と
も
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

雇
用
維
持
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

問
　
今
困
っ
て
い
る
方
に
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で

き
る
食
料
支
援
や
基
金
の

創
設
が
必
要
で
は
な
い
で

す
か
。

答

　社
会
福
祉
協
議
会
で

現
在
の
施
策
を
考
慮
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策

問
　
今
後
の
避
難
所
感
染

防
止
策
と
、
地
域
防
災
の

進
め
方
、
計
画
に
つ
い
て

答

　感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
の
研
修
を
重
ね
、
避

難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
直
し
周
知
し
て

い
き
ま
す
。
災
害
に
応
じ

た
最
善
の
避
難
体
制
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策
� について

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

パンデミック対策！
� 生活困窮者に支援を！

無所属の会　市民の力●赤祖父　ゆみ 議員

一般質問
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問
　
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
額
に
つ
い
て

答

　６
月
議
会
定
例
会
に

提
案
し
た
補
正
予
算
に
お

い
て
も
、
１
億
６
９
２
９

万
１
千
円
の
繰
入
計
上
し
、

令
和
２
年
度
に
お
い
て
の

取
り
崩
し
額
は
７
億
３
３

３
２
万
５
千
円
で
、
令
和

２
年
度
末
の
残
高
見
込
み

額
は
10
億
２
７
１
４
万
３

千
円
と
な
り
ま
す
。

問
　
今
年
度
予
算
化
し
て

い
る
事
業
の
中
で
実
施
で

き
な
い
事
業
と
予
算
額
に

つ
い
て

答

　現
時
点
に
お
い
て
、

夏
祭
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
聖
火
リ
レ
ー
に
関
す
る

事
業
、
滋
賀
県
人
権
教
育

研
究
大
会
の
経
費
な
ど
で
、

予
算
額
は
、
数
千
万
円
に

上
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
庁
舎
建
設
を
ど
う
考

え
て
い
く
の
か
。

答

　平
成
31
年
度
当
初
予

算
を
認
め
て
い
た
だ
き
、

本
年
３
月
に
実
施
設
計
業

務
を
完
了
し
ま
し
た
。
し

か
し
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
、
い
ま
取
り
組

む
こ
と
は
市
民
の
健
康
、

生
活
、
ま
た
経
済
へ
の
対

策
を
最
優
先
に
考
え
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁

舎
整
備
は
一
旦
立
ち
止
ま

り
時
期
を
見
定
め
進
め
て

行
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入

計
画
に
つ
い
て

答

　デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

事
業
に
参
入
し
て
い
た
だ

く
事
業
者
は
市
内
に
本
社

ま
た
は
営
業
所
を
有
し
て

い
る
事
業
者
で
す
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
廃
止
路

線
は
、
甲
西
南
線
の
美
松

台
ル
ー
ト
、
妙
感
寺
ル
ー

ト
お
よ
び
医
療
セ
ン
タ
ー

線
の
３
路
線
で
削
減
費
用

は
１
４
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導

入
に
新
た
な
経
費
も
掛
か

る
た
め
運
航
経
費
が
抑
制

で
き
る
運
航
形
態
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、

政
府
の
要
請
に
よ
る
突
然

の
休
校
は
、
学
校
現
場
や

保
護
者
に
は
大
き
な
負
担

で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
子

ど
も
は
、
感
染
の
恐
怖
や

長
い
休
み
の
環
境
変
化
等

で
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
再

開
後
の
進
め
方
は
。

答

　三
密
を
避
け
る
な
ど

感
染
防
止
対
策
で
制
限
さ

れ
る
学
校
生
活
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
、
三
つ
の

『
あ
』
＝
集
ま
ら
な
い
・
焦

ら
な
い
・
明
る
い
笑
顔
、
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
ず
、
子
ど

も
た
ち
の
不
安
な
気
持
ち

を
受
け
止
め
、
①
学
校
と

い
う
社
会
の
一
員
で
あ
る

意
識
②
コ
ロ
ナ
は
感
染
予

防
が
で
き
る
③
不
安
は
一

人
で
は
な
い
か
ら
弱
音
を

言
っ
て
も
い
い
、
な
ど
を

伝
え「
不
安
に
向
き
合
え

る
力
」
を
重
視
。
再
開
後

す
ぐ
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
が
心
の
ケ
ア
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
熱
中
症

と
の
兼
ね
合
い
で
、
防
止

対
策
が
子
ど
も
に
過
度
な

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
虐
待
防
止
対
策

答

　令
和
元
年
度
の
被
虐

待
児
は
４
６
５
人
で
、
５

年
前
の
1.6
倍
に
増
え
て
い

ま
す
。
３
～
５
月
の
相
談

通
告
件
数
は
昨
年
よ
り

減
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
自

粛
に
伴
い
、
外
部
へ
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
発
信
が
少
な
く
な

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

休
校
中
の
小
学
生
の
学
校

預
り
は
、
要
支
援
児
童
の

見
守
り
の
場
に
も
な
り
、

虐
待
リ
ス
ク
の
あ
る
家
庭

に
は
担
任
が
訪
問
し
、
安

否
確
認
を
続
け
ま
し
た
。

こ
と
ば
の
教
室
や
ふ
れ
あ

い
教
育
相
談
室
で
は
、
不

安
の
高
い
子
ど
も
や
情
緒

の
安
定
に
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
の
指
導
を
継
続
し
、

保
護
者
の
教
育
相
談
も
実

施
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルス下での
� 取り組みについて

自民誠心会●小林　義典 議員

休校明けの子どもたちの
� 不安へのケアを

無所属の会　市民の力●植中　みやこ 議員
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一般質問

コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
と
終
息

へ
の
取
組
み

問
　
自
治
体
と
し
て
の
役

割
は
。

答

　市
民
生
活
の
安
定
を

図
る
た
め
支
援
を
急
ぎ
、

水
道
料
金
、
国
保
税
な
ど

幅
広
い
対
応
を
進
め
、
困

窮
世
帯
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
２
波
の
対

応
は
。

答

　感
染
拡
大
の
抑
制
、

市
民
の
生
命
、
健
康
を
保

護
す
る
事
を
主
と
し
て
万

全
を
尽
く
し
ま
す
。

指
定
管
理
に
つ
い
て

問
　
学
童
保
育
所
の
指
定

管
理
を
見
直
す
考
え
は
。

答

　保
護
者
負
担
が
増
え

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
が
最
終

年
で
あ
り
、
検
討
し
ま
す
。

問
　
菩
提
寺
、
下
田
、
三

雲
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
で
の
窓
口
業
務
の
復
活

は
。

答

　直
営
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

国
際
総
合
物
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
計
画
は
凍
結
す
べ
き

問
　
内
陸
型
国
際
総
合
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
基
本
計
画

の
今
後
の
事
業
展
開
に
つ

い
て

答

　事
業
主
体
と
な
る
施

設
整
備
は
行
わ
ず
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
を
生
か
し
、

地
域
経
済
を
牽
引
す
る
企

業
誘
致
を
進
め
ま
す
。

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
保
護
・
育

成
に
つ
い
て

問
　
自
生
地
保
存
計
画
、

周
辺
整
備
、
ト
イ
レ
の
維

持
費
は
。

答

　「
保
存
活
用
計
画
」
は

年
度
内
に
完
了
。
駐
車
場
、

草
の
根
ひ
ろ
ば
の
活
用
と

整
備
に
つ
い
て
は
計
画
策

定
で
盛
り
込
み
た
い
。
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
、
費
用
に
つ
い
て
は

平
成
27
年
に
観
光
協
会
と

平
松
区
で
委
託
契
約
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
は「
保

存
活
用
計
画
」
の
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

国
立
感
染
症
研
究
所
の
人

員
・
予
算
の
削
減
、保
健

所
を
統
廃
合
し
た
結
果
の

コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響
は
。

ま
た
、公
的
病
院
の
縮
小
・

統
廃
合
計
画
に
つ
い
て

答

　感
染
症
流
行
時
に
は

支
障
を
き
た
す
と
、
以
前

か
ら
有
識
者
が
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
き
た
が
縮
小
・
統

廃
合
を
重
ね
、
社
会
の
不

安
と
混
乱
を
招
き
、
事
態

を
長
引
か
せ
る
要
因
の
一

つ
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
ま
せ
ん
。
全
国
の
地

方
医
療
体
制
は
脆
弱
性
が

あ
る
が
、
財
政
的
な
圧
力

で
統
廃
合
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
医
療
ア

ク
セ
ス
確
保
を
国
や
県
に

提
言
し
ま
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
に
事
業
中
止

と
な
り
不
用
と
な
る
予
算

額
は
。

答

　１
千
万
円
強
に
上
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
組
み
換
え
補
正
で
、

有
効
な
コ
ロ
ナ
対
策
施
策

に
活
用
が
必
要
で
は
。

答

　精
査
し
て
、
有
効
な

施
策
に
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

問
　
市
立
診
療
所
の
発
熱

外
来
の
対
応
は
。

答

　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
が

不
十
分
の
中
、
Ｃ
Ｔ
検
査

が
注
目
。
石
部
診
療
所
で

は
、
指
定
時
間
に
来
院
し
、

診
察
時
間
ま
で
自
家
用
車

で
待
機
し
、
職
員
誘
導
の

も
と
別
の
入
り
口
か
ら
入

り
、
診
察
及
び
Ｃ
Ｔ
撮
影

を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
期
間
休
校
で
新
た
な
格

差
が
生
ま
れ
、心
の
ケ
ア

も
必
要
。サ
ポ
ー
ト
で
き

る
加
配
体
制
に
つ
い
て

答

　ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
面
談
を
開
始
し
、

教
員
だ
け
で
な
く
、
チ
ー

ム
学
校
と
し
て
心
の
ケ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
会
計
任
用
職
員
の
働

き
方
や
給
料
に
つ
い
て

答

　在
宅
勤
務
を
可
と
し

ま
し
た
が
、
本
人
と
学
校

が
相
談
の
上
、
出
勤
。
年

間
給
料
は
予
定
額
で
す
。

国際物流ターミナル計画は
� 事実上凍結に

日本共産党湖南市議員団●立入　善治 議員

市民の一人ひとりに
� 寄り添うコロナ対策を！

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員
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一般質問

脱
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
の
環
境
の
下
、近
隣
府

県
・
近
隣
市
町
か
ら
の
誘

客
に
つ
い
て

答

　各
個
人
が
感
染
予
防

対
策
を
講
じ
る
事
が
前
提

条
件
と
な
る
た
め
、
自
家

用
車
な
ど
で
移
動
す
る
ス

タ
イ
ル
が
増
加
す
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
一
度
に
大

勢
の
人
に
来
て
い
た
だ
く

の
で
は
な
く
、
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
や
個
人
客
の
来

訪
が
増
え
る
よ
う
な
観
光

地
を
目
指
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
市
民
が
何
気

な
く
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
や
も
の
、
地
域
を
再

認
識
し
、
皆
さ
ん
と
共
に

そ
れ
ら
を
守
り
継
ぐ
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

問
　
地
域
の
人
に
地
域
の

良
さ
を
再
発
見
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
愛
を
育
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
市
内
か

ら
の
誘
客
に
つ
い
て

答

　市
民
の
皆
様
に
、
地

元
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
観
光
協
会
な
ど

と
連
携
を
し
な
が
ら
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。

問
　
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
頼

ら
な
い
集
客
に
つ
い
て

答

　市
内
の
事
業
者
が
コ

ロ
ナ
対
策
を
始
め
て
お
り

市
と
し
て
も
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
自
然
環
境
の
保
全
」

「
観
光
振
興
」「
地
域
振
興
」

「
観
光
教
育
の
場
と
し
て

の
活
用
」を
基
本
理
念
と

す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て

答

　市
内
の
自
然
環
境
を

活
か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
、
視
察
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
動

機
付
け
に
。

答

　新
し
い
生
活
様
式
の

実
践
を
し
な
が
ら
、
生
活

エ
リ
ア
を
少
し
ず
つ
広
げ

ら
れ
る
今
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
身
近
な
地

域
を
訪
れ
、
地
域
の
再
発

見
が
で
き
る
良
い
機
会
だ

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

マイクロツーリズム推進について！

みらいの風●奥村　幹郎 議員

議
会
だ
よ
り
の
愛
称
は
、

「
さ
わ
や
か
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

�

に
決
ま
り
ま
し
た
！

議会だよりをスマホでチェック
「湖南市議会だより」をより多くの人に見ていた
だくために、スマートフォン向けアプリ「マチイ
ロ」に掲載しています。アプリをダウンロードす
れば、いつでもどこでも見ることができます。

本会議のインターネット中継を行っています
※過去の本会議や一般質問の動画もご確認いただけます。

湖南市議会

　
湖
南
市
議
会
で
は
、
よ

り
市
民
の
皆
様
に
身
近
な

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

市
外
も
含
め
て
多
数
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会

広
報
委
員
会
に
お
い
て
厳

正
か
つ
公
正
に
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
湖
南
市
議

会
だ
よ
り
の
愛
称
は
、「
さ

わ
や
か
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ

れ
た
作
品
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
作

品
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
愛
称
を
応

募
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　「
さ
わ
や
か
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」を
応
募
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
湖
南
市
の

福
井
香
保
里
さ
ん
で
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
福
井
さ
ん
は
、「
い
つ

も
す
が
す
が
し
い
街
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
！
」と
い

う
思
い
を
こ
め
て「
さ
わ

や
か
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」と
い

う
愛
称
を
応
募
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
議
会
だ
よ
り

「
さ
わ
や
か
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

が
、
愛
称
に
込
め
ら
れ
た

思
い
の
よ
う
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
交
換
を
し
、
す
が
す
が

し
い
風
が
吹
く
、
住
み
や

す
い
湖
南
市
に
な
れ
る
よ

う
地
域
の
発
展
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
共
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
読

み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

を
基
本
と
し
て
、
議
会
の

活
動
内
容
を
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
の

議
会
だ
よ
り「
さ
わ
や
か
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〈議会広報委員会〉

左から　奥村幹郎委員　桑原田美知子委員　植中都議長
　　　　小林義典委員長  松井圭子副委員長  赤祖父裕美委員
　　　　藤川みゆき委員

【４月】

【５月】

【６月】

 ７日―議会広報委員会
16日―議会広報委員会
20日―議会運営委員会
28日―議会運営委員会
    　　議員全員協議会
30日―�甲賀広域行政組合議会臨時議会
 １日―５月議会臨時会本会議
18日―議会運営委員会
    　　議員全員協議会
20日―５月（第２回）議会臨時会本会議
 １日―議員全員協議会
 ３日―議会運営委員会
    　　議会広報委員会
 ５日―議員全員協議会
    　　本会議［定例会（１日目）］
12日―本会議［定例会（２日目）］
15日―本会議［定例会（３日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
    　　決算常任委員会
16日―本会議［定例会（４日目）］
    　　総務常任委員会
17日―福祉教育常任委員会
    　　産業経済常任委員会
18日―予算常任委員会
19日―議会改革推進特別委員会
    　　総務常任委員会
    　　庁舎整備特別委員会
    　　福祉教育常任委員会
    　　産業経済常任委員会
22日―議会運営委員会
23日―本会議［定例会（５日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
    　　予算常任委員会
25日―議会広報委員会

会 誌議 日

編
集
後
記

　
春
か
ら
夏
に
季
節
は
変
わ
り
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
策
は
、
今
も
な
お
続
い
て
い

ま
す
。
マ
ス
ク
を
付
け
て
の
外
出
は
、

大
変
暑
く
、
熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
気
を
お
つ
け
下
さ
い
。
市
内
に
お

い
て
は
、
制
限
さ
れ
た
生
活
に
日
々

対
応
さ
れ
て
い
ま
す
事
に
改
め
て
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
６
月
か
ら

学
校
も
再
開
し
て
子
ど
も
達
が
元
気

に
登
校
す
る
姿
を
目
に
し
、
安
堵
し

ま
し
た
。
議
会
か
ら
も
提
案
を
重
ね

な
が
ら
、
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、

こ
の
歴
史
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
災
害

に
勝
ち
抜
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
第
２
波
・
第
３
波
の
感
染

拡
大
に
備
え
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

議
会
広
報
委
員　
赤
祖
父
ゆ
み

開会 9月1日（火） 閉会 9月29日（火）
令和２年９月議会定例会の仮日程をお知らせします

本会議は、新型コロナウイルス感染防止対策に、ご協力
いただいた上で、どなたでも傍聴できます。委員会の傍聴
については、開催場所により、出来ない場合もありますの
で、事前に事務局へお問い合わせ下さい。
◇傍聴席では…
議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。
◇傍聴の申し込みは…
会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は、前もって議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。
詳しくは、９月上旬に議事課へお問い合わ
せください。☎0748-71-2347

　感染症予防のため、人との間隔を
あけて編集作業をしています。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
議
員
在
職

15
年
以
上
・
10
年
以
上
及
び
正
副
議
長

在
職
４
年
以
上
、
地
方
自
治
振
興
な
ら

び
に
市
民
福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た
と

し
て
、
望
月
卓
議
員（
議
員
15
年
以
上
）、

立
入
善
治
議
員（
議
員
10
年
以
上
）、
加

藤
貞
一
郎
議
員（
議
員
10
年
以
上
）、
松

原
栄
樹
議
員（
議
長
４
年
以
上
）、
加
藤

貞
一
郎
議
員

（
副
議
長
４

年
以
上
）に

表
彰
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

６
月
定
例
会

５
日
目
本
会

議
終
了
後
に
、

伝
達
式
を
行

い
ま
し
た
。

議員活動に対して表彰状贈呈

＜仮日程＞
9月� 1日（火） ■本会議　提案説明
9月� 8日（火） ■本会議　一般質問
9月� 9日（水） ■本会議　一般質問
9月10日（木） ■本会議　一般質問
　　　　　　議案質疑　●委員会
9月11日（金） ●委員会
9月14日（月） ●委員会

9月15日（火） ●委員会
9月16日（水） ●委員会
9月17日（木） ●委員会
9月23日（水） ●委員会
9月29日（火） ■本会議
�  委員長報告
�  議案採決
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